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人口

2020年10月1日
5万1197人

全壊
2677棟

半壊
1328棟

一部破損
444棟

死亡
420人

行方不明
94人

関連死
55人

11年３月1日
5万9229人

住宅被害

復興交付金

犠牲者

924億8055万円

増減率
-13.6％
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復興の歩み

瓶ドン

2018年に宮古観光文化交流協会の旗振

りで考案され、人気を集める。三陸の

海の幸を瓶に凝縮したご当地メニュー

で「見て」「盛って」「食べる」体験

型の海鮮丼だ。

田老かりんとう

東日本大震災で被災し、再出発した田

老地区の老舗菓子店田中菓子舗の看板

商品。渦巻き模様が特徴で、岩手を代

表する土産品にもなっている。

2011年

地震発生。宮古で震度５強。市中心部に85㍍以

上の津波が襲来し、約998㌶が浸水。津波遡上高

は重茂姉吉地区で405㍍を記録

カ所に仮設住宅全2010戸が完成。ピーク時1802

世帯4096人が入居

指定避難所を全て閉鎖。最大 カ所開設され、ピ

ーク時8889人が避難

グリーンピア三陸みやこ敷地内に共同仮設店舗

「たろちゃんハウス」オープン

市震災復興計画（基本計画）を策定

2012年

市災害対策本部を廃止

2013年

田老地区防災集団移転促進事業が着工

2014年

震災メモリアルパーク中の浜がオープン

2015年

市応急仮設住宅撤去・集約化計画を策定

田老地区まちびらき記念式

2016年

田老野球場が移転復旧

2017年

市営災害公営住宅全563戸が完成

宮古市魚市場の増築棟落成式

2018年

三陸沿岸道田老真崎海岸－岩泉龍泉洞インターチ

ェンジ（ＩＣ）間 ㌔が開通

イーストピアみやこ利用開始

2019年

ＪＲ山田線宮古―釜石間が三陸鉄道に移管され、

リアス線（盛―久慈、163㌔）として全線開業

2020年

震災遺構「たろう観光ホテル」のエレベーター棟

が完成

市田老総合事務所旧庁舎閉庁

三陸鉄道の新田老駅が開業。市田老総合事務所新

庁舎が開庁

三陸沿岸道宮古中央ジャンクション－田老真崎海

岸ＩＣ間 ㌔が開通
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被災した田老地区中心部に整備された「道の駅たろ

う」。産直施設や飲食店が集積しただけでなく、「学

ぶ防災」の拠点としての役割を担う‖ 月 日

学ぶ防災

田老から発信
2005年の合併で宮古市となった旧田老町の市街地

は、東日本大震災の津波で壊滅状態となった。付近

の浸水高は166㍍、遡
そ

上
じょう

高は298㍍に達した。震災

前に4400を超えていた地区の人口は、 月１日時点で

2861に減少。復興事業が大詰めを迎える中、新たなま

ちづくりの模索が続く。

明治三陸大津波（1896年）と昭和三陸津波（1933年）

で計2770人が犠牲になった田老地区には、「万里の長

城」に例えられた巨大防潮堤が築かれた。それでも市

全体の死者・行方不明者の ％に及ぶ181人が震災で

命を落とした。

市は国道 号の海側を災害危険区域に指定し、住宅

建築を制限。2013年に岩手県内最大級の防災集団移転

地となる三王団地の整備に着手し、 年９月に災害公

営住宅 戸を含む230戸が完成した。基幹産業の漁業

も大打撃を受けたが、 年９月に新たな田老魚市場、

年２月にはワカメの加工施設が整備された。全国ブ

ランドの真崎ワカメは田老町漁協の主力商品だ。

中心部の住宅街の跡地は土地区画整理事業が進み、

年４月に道の駅たろうが本格開業した。田老野球場

と一体で地区の拠点となっている。今年５月には新た

な市田老総合事務所が開庁。第三セクター三陸鉄道（宮

古市）の新田老駅も同時に開業し、連絡通路で直結し

てより便利になった。

田老地区は津波防災の「聖地」とされる。防潮堤や

震災遺構「たろう観光ホテル」、避難路を巡る「学ぶ

防災」に年間約２万人が参加。活動のベースに「逃げ

ていれば助かった命がある」との悔しさがある。

(１４)２０２０年(令和２年)１１月１１日(水曜日) (１４)２０２０年(令和２年)１１月１１日(水曜日)




